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（
３
）

し
か
し
こ
の
地
域
を
特
徴
付
け
る
漁
携
に
つ
い
て
は
、
山
浦
清
氏
の
回
転
銘
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
以
外
に
は
殆
ど
本
格
的
に
手
掛
け
ら

れ
て
い
な
く
て
、
個
別
的
な
漁
携
関
係
遺
物
の
分
析
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

中
国
東
北
部
は
第
二
松
花
江
流
域
を
境
と
し
て
、
大
き
く
南
北
に
分
け
ら
れ
る
。
東
北
ア
ジ
ア
の
青
銅
器
時
代
を
代
表
す
る
墓
制
で
あ
る
箱

式
石
棺
墓
の
分
布
は
こ
れ
ど
ま
り
で
あ
り
、
中
国
的
生
活
様
式
を
示
す
炊
飯
其
の
鼎
の
紀
元
前
ま
で
の
北
限
も
第
二
松
花
江
流
域
で
あ
る
。
さ

ら
に
下
っ
て
遼
代
の
熟
女
真
と
生
女
真
の
区
別
も
ほ
ぼ
こ
の
辺
り
で
あ
っ
た
。
新
石
器
時
代
か
ら
青
銅
器
時
代
に
か
げ
て
初
期
農
耕
の
存
在
を

示
す
道
具
や
穀
物
の
出
土
も
、
北
緯
四
五
度
の
線
で
限
ら
れ
、
そ
れ
以
北
の
地
域
に
お
い
て
は
狩
猟
・
漁
携
・
採
集
と
い
っ
た
自
然
依
存
の
生

（
１
）

活
が
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
農
耕
は
営
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
後
の
女
真
族
の
勃
興
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
、
独
自
の
文

化
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
生
活
様
式
が
あ
る
意
味
で
は
自
然
条
件
に
適
合
的
で
あ
っ
た
か
ら
と
も
想
定
し
う
る
。
こ
の
地
域
に
は

と
り
わ
け
大
河
川
や
小
湖
沼
（
泡
）
が
点
在
し
、
種
的
に
は
少
な
い
に
せ
よ
大
形
の
魚
類
が
豊
富
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
冬
季
に
集
中
す
る

シ
カ
や
ク
マ
あ
る
い
は
テ
ン
な
ど
の
獣
類
の
捕
獲
と
並
ん
で
、
コ
イ
科
を
中
心
と
し
た
淡
水
産
漁
携
へ
の
依
存
度
が
高
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る

（
２
）

の
で
あ
る
。東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携

は
じ
め
に

甲
元

眞
之
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（
５
）

東
北
ア
ジ
ア
に
お
い
て
疑
似
餌
の
存
在
に
つ
い
て
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
今
か
ら
一
一
一
○
年
前
の
オ
ク
ラ
バ
ｒ
ニ
コ
フ
で
あ
る
。
彼
は
黒
龍
江
下

流
域
の
コ
ン
ド
ン
遺
跡
出
土
の
石
製
品
を
取
り
上
げ
て
民
族
事
例
と
比
較
し
、
疑
似
餌
と
想
定
し
た
（
第
１
図
）
。
さ
ら
に
コ
ン
ド
ン
遺
跡
と
同

様
な
出
土
品
は
黒
龍
江
流
域
の
ノ
ヴ
ォ
ペ
ト
ロ
フ
ス
カ
遺
跡
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
ノ
ヴ
ォ
ペ
ト
ロ
フ
ス
カ
遺
跡
の

東
北
地
域
の
漁
網
錘
に
は
新
石
器
時
代
の
当
初
か
ら
、
楕
円
形
を
し
た
小
形
の
石
の
両
端
を
打
ち
欠
く
か
切
目
を
入
れ
た
石
錘
が
、
青
銅
器

時
代
（
西
団
山
文
化
）
以
降
は
管
状
土
錘
と
長
江
型
土
錘
が
分
布
し
て
い
る
。
管
状
士
錘
や
長
江
型
士
錘
は
い
ず
れ
も
中
国
の
江
准
地
帯
か
ら

青
銅
器
時
代
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
の
地
で
は
刺
網
と
投
網
の
機
能
分
化
が
承
ら
れ
た
が
、
東
北
地
域
に
ま
で
そ
の
機
能
差
が
生
き
て

い
た
か
否
か
を
知
る
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
東
康
遺
跡
出
土
の
一
括
石
錘
を
基
に
、
赫
哲
族
の
用
い
る
網
か
ら
復
元
さ
れ
る
在
来
の
石

錘
を
使
用
す
る
網
の
大
き
さ
は
、
せ
い
ぜ
い
長
さ
が
５
ｍ
ほ
ど
で
あ
り
、
し
か
も
石
錘
の
重
さ
が
軽
い
た
め
に
大
形
の
魚
の
捕
獲
用
と
は
考
え

（
４
）

難
い
し
、
追
い
込
承
の
た
め
の
網
と
も
想
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
》
」
の
種
の
錘
が
分
布
す
る
南
朝
鮮
の
東
三
洞
貝
塚
で
出
土
し
た
櫛
目
文
士
器

の
表
面
に
刻
ま
れ
た
網
目
か
ら
推
定
さ
れ
る
漁
網
の
目
の
大
き
さ
は
、
二
・
五
ｍ
で
あ
り
、
黒
龍
江
省
出
土
清
代
の
網
も
同
じ
く
ら
い
の
大
き

さ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
大
型
の
魚
類
の
刺
網
で
は
な
か
っ
た
事
が
窺
わ
れ
、
こ
の
地
域
の
漁
携
技
術
を
代
表
す
る
遺
物
と
は
必
ず
し
も
言
え
な

い
。
ま
た
内
陸
河
川
地
帯
で
は
単
式
釣
針
と
逆
Ｔ
字
形
釣
針
が
存
在
す
る
が
、
形
態
的
変
化
に
乏
し
く
、
ま
た
量
的
に
も
多
い
と
は
言
い
難
い

の
で
、
先
史
時
代
の
中
国
沿
岸
部
や
日
本
な
ど
の
よ
う
な
、
そ
の
地
域
の
代
表
的
な
漁
携
具
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
民
族
事
例

な
ど
で
は
梁
や
筌
に
よ
る
漁
携
法
も
存
在
す
る
が
、
考
古
学
的
に
は
未
だ
資
料
不
足
で
あ
る
の
で
分
析
の
対
象
と
は
な
り
え
な
い
。
従
っ
て
目

下
の
と
こ
ろ
、
残
さ
れ
た
銘
（
刺
突
具
）
に
よ
る
漁
携
が
重
要
な
鍵
を
握
る
こ
と
に
な
る
。

オ
ク
ラ
ド
ニ
コ
フ
に
よ
っ
て
初
め
て
注
目
さ
れ
た
疑
似
餌
を
使
っ
て
の
釣
漁
携
は
、
こ
の
地
域
を
特
徴
づ
け
る
漁
携
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
雛
頭
鈷
に
言
及
す
る
前
に
疑
似
餌
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

ｌ
疑
似
餌
の
出
土
例
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吉
林
省
長
嶺
県
の
大
沼
沢
地
区
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
南
北
に
走
る
台
地
上
に
立
地
す
る
新
石
器
時
代
の
遺
跡
で
、
各
層
に
わ
た
り
魚
骨
が
厚
く

堆
積
し
て
い
た
と
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
鑑
定
報
告
は
な
い
。
漁
携
具
に
は
固
定
式
鈷
の
他
に
、
逆
刺
の
付
い
た
離
頭
銘
な
ど
と
と
も
に
疑
似
餌

が
出
土
し
て
い
る
。
｜
つ
は
報
告
で
は
畔
上
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
長
さ
一
○
・
七
ｍ
幅
一
一
・
二
ｍ
、
先
端
部
に
孔
を
も
つ
（
第
２
図
５
）
。

他
の
形
態
は
骨
飾
と
さ
れ
る
も
の
で
、
長
さ
四
・
二
ｍ
幅
一
・
五
ｍ
の
長
方
形
を
呈
し
、
両
端
近
く
に
そ
れ
ぞ
れ
一
孔
を
穿
っ
て
い
る
。
周
辺

吉
林
省
農
安
県
の
松
花
江
の
一
支
流
で
あ
る
伊
通
河
を
望
む
台
地
上
に
あ
り
、
河
面
と
の
比
高
差
が
約
二
○
ｍ
余
り
を
測
る
。
層
位
関
係
か

ら
三
時
期
に
区
分
さ
れ
、
う
ち
疑
似
餌
は
第
三
期
層
で
発
掘
さ
れ
た
。
淡
水
産
貝
の
殻
の
前
面
部
を
少
し
細
く
加
工
し
、
先
端
部
に
一
孔
を
空

け
た
半
分
の
残
存
品
で
、
残
長
五
・
｜
、
幅
二
・
｜
、
。
釣
針
の
出
土
は
見
ら
れ
な
い
が
、
逆
刺
を
も
つ
離
頭
銘
二
点
、
刺
突
具
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
時
期
の
Ｃ
に
よ
る
年
代
は
琵
ろ
汁
】
雪
目
を
示
す
。

次
に
こ
れ
と
同
様
に
疑
似
餌
と
考
え
ら
れ
る
東
北
ア
ジ
ア
出
土
遺
物
を
取
り
上
げ
て
ふ
よ
う
。

東
北
ア
ジ
ア
で
は
二
種
類
の
疑
似
餌
が
ふ
ら
れ
る
。
一
種
類
は
コ
ン
ド
ン
遺
跡
出
士
品
と
同
様

に
、
そ
れ
自
体
が
疑
似
餌
と
な
る
ル
ア
ー
と
も
言
う
べ
き
も
の
、
他
は
疑
似
餌
を
巻
き
付
け
る

胴
部
と
想
定
さ
れ
る
も
の
で
、
棒
状
を
な
す
。

な
し
、
胴
部
の
片
側
枩

右
）
。
水
面
を
早
く
未

わ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
６
）

報
告
書
で
は
該
当
す
る
ｊ
も
の
が
見
つ
か
ら
な
い
。

コ
ン
ド
ン
遺
跡
出
土
の
疑
似
餌
は
長
さ
一
一
・
六
四
幅
一
一
・
四
ｍ
ほ
ど
の
隅
丸
長
方
形
を

な
し
、
胴
部
の
片
側
が
扶
れ
た
軟
玉
製
品
で
、
｜
方
の
端
に
一
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
（
第
１
図

右
）
。
水
面
を
早
く
走
ら
せ
る
こ
と
で
、
あ
た
か
も
小
魚
が
河
川
を
横
行
す
る
か
の
ど
と
く
思

（
８
）

腰
井
子
遺
跡 （
７
）

左
家
山
遺
跡

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

「

第１図オクラドニコフによる疑似餌
の推定図

（左民族事例右復元図）
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は
磨
光
し
て
あ
る
と
い
う
。

伴
出
す
る
遺
物
に
は
磨
棒
な
ど
は
ふ
ら
れ
る
も
の
の
典
型
的

な
農
具
は
な
い
こ
と
か
ら
、
農
耕
文
化
段
階
に
至
っ
て
い
る
と

は
想
定
で
き
な
い
。
左
家
山
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
も
の
で

あ
ろ
う
。

（
９
）

白
金
宝
遺
跡

白
金
宝
遺
跡
は
轍
江
の
下
流
、
約
一
○
ｍ
ほ
ど
で
第
二
松
花

江
と
接
す
る
地
点
に
あ
り
、
付
近
は
河
川
の
氾
濫
で
で
き
た
幾

多
の
沼
沢
を
点
在
さ
せ
る
平
原
と
砂
丘
や
沖
積
台
地
か
ら
な
り
、

遺
跡
は
比
高
差
が
二
○
ｍ
ほ
ど
の
轍
江
左
岸
段
丘
上
に
立
地
す

る
。
白
金
宝
文
化
の
標
識
遺
跡
で
あ
り
、
Ｃ
に
よ
る
年
代
で
は
、

昭
三
片
】
三
目
、
路
雪
片
］
『
ｃ
ｇ
の
数
値
を
示
す
。
多
数
の
固
定

式
鈷
や
離
頭
銘
、
回
転
銘
に
混
じ
っ
て
骨
製
の
疑
似
餌
が
あ
る
。

動
物
の
肢
骨
を
利
用
し
て
つ
く
る
も
の
で
先
端
部
に
孔
を
空
け
、

中
央
か
ら
下
位
部
分
を
半
裁
す
る
。
長
さ
は
八
・
五
ｍ
を
測
る

（
第
２
図
６
）
。

（
⑩
）

漁
場
遺
跡

吉
林
省
大
安
県
の
挑
児
河
と
徽
江
が
混
ざ
る
地
点
に
で
き
た

月
亮
（
泡
）
湖
の
南
岸
に
あ
る
漢
書
二
期
の
墓
地
で
、
三
点
の

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

≦=塁二二二曇

１

一一一＆

７

種議：

典～

壽壼薯宣）
第２図疑似餌(縮尺1/2)とその推定使用復元図

（１～４：新開流、５：腰井子、６：白金宝、７：平洋、８：東康）
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こ
れ
ら
疑
似
餌
の
年
代
を
ゑ
て
ゆ
く
と
コ
ン
ド
ン
遺
跡
出
土
品
や
左
家
山
遺
跡
、
腰
井
子
遺
跡
の
も
の
が
最
も
遡
上
し
、
ほ
ぼ
五
○
○
○
年

前
に
あ
た
る
。
今
の
と
こ
ろ
年
代
的
に
は
こ
の
技
法
は
、
黒
龍
江
水
域
で
の
淡
水
魚
を
捕
獲
す
る
手
法
と
し
て
発
明
さ
れ
た
よ
う
に
窺
え
る
。

こ
う
し
た
伝
統
は
今
日
の
東
北
北
部
に
居
住
す
る
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
少
数
民
族
の
技
法
に
直
接
繋
が
る
可
能
性
は
高
い
。

記
載
が
な
く
不
明
。
ま
た
こ
の
遺
跡
で
狸

付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

牡
丹
江
上
流
、
渤
海
時
代
の
上
京
龍
泉
府
が
お
か
れ
た
東
京
城
の
東
六
血
に
あ
り
、
牡
丹
江
に
注
ぐ
馬
蓮
河
北
岸
の
第
二
段
丘
上
に
遺
跡

（
旧
）

は
立
地
す
る
。
い
わ
ゆ
る
団
結
文
化
に
属
し
、
漁
携
と
と
も
に
初
期
的
農
耕
を
営
ん
で
い
た
と
想
定
さ
れ
る
段
階
に
あ
る
。

鈎
網
器
と
報
告
さ
れ
た
も
の
が
こ
れ
で
第
一
次
調
査
で
は
七
点
出
土
し
て
い
る
。
大
き
な
も
の
は
長
さ
が
九
・
三
ｍ
幅
一
・
九
ｍ
で
一
方
の

端
を
う
え
向
き
に
尖
ら
せ
、
他
方
の
端
に
一
孔
を
も
つ
偏
平
な
作
り
で
（
第
２
図
８
）
、
小
さ
な
類
例
は
長
さ
三
・
五
ｍ
幅
一
・
｜
、
を
測
る
。

第
二
次
調
査
出
土
品
は
三
点
あ
り
、
獣
の
骨
を
偏
平
に
加
工
し
て
一
端
を
尖
ら
せ
、
中
央
部
付
近
に
孔
を
空
け
て
い
る
。
長
さ
に
つ
い
て
は

記
載
が
な
く
不
明
。
ま
た
こ
の
遺
跡
で
は
「
く
」
の
字
を
し
た
「
逆
Ｔ
字
形
」
釣
針
が
三
点
出
土
し
て
い
る
。
組
糸
合
せ
か
ら
承
て
疑
似
餌
に

烏
蘇
里
江
の
源
で
あ
る
興
凱
湖
と
そ
の
北
側
に
あ
る
小
興
凱
湖
に
挟
ま
れ
た
丘
上
に
あ
る
、
新
石
器
時
代
早
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
集
落

遺
跡
で
、
回
転
銘
、
離
頭
銘
、
固
定
式
刺
突
具
な
ど
の
多
数
の
漁
携
具
に
混
じ
っ
て
、
上
層
期
に
は
イ
ノ
シ
シ
の
牙
を
加
工
し
た
疑
似
餌
が
出

土
し
て
い
る
。
報
告
で
は
牙
刀
も
し
く
は
牙
飾
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
牙
刀
は
末
端
部
に
孔
を
も
ち
、
そ
の
反
対
部
分
を
斜
め
に
そ
ぎ
落
と

し
た
も
の
で
（
第
２
図
２
，
４
）
、
牙
飾
は
一
方
の
端
を
尖
ら
せ
て
他
方
は
平
坦
に
加
工
し
、
両
端
に
孔
を
そ
れ
ぞ
れ
一
個
空
け
る
（
第
２
図

３
）
。
前
者
は
一
一
四
点
、
後
者
は
七
点
の
出
土
を
承
る
。
さ
ら
に
鷹
の
口
頭
部
を
模
倣
し
た
彫
刻
も
長
さ
が
七
・
三
ｍ
と
手
頃
で
、
疑
似
餌
の
一

つ
か
も
し
れ
な
い
（
第
２
図
１
）
。

畔
製
疑
似
餌
が
出
士
し
て
い
る
。
前
面
は
細
く
加
工
し
て
刀
状
を
呈
す
る
。
先
端
部
に
は
一
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。

（
皿
）

東
康
遺
跡

（
Ⅲ
）

新
開
流
遺
跡

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）
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東
北
ア
ジ
ア
で
離
頭
銘
と
想
定
で
き
る
も
の
に
は
、
非
回
転
式
と
回
転
式
の
両
者
が
あ
り
、
後
者
は
閉
窩
式
と
開
窩
式
に
別
れ
る
。
そ
の
他

に
石
鋸
を
組
承
合
わ
せ
て
つ
く
る
銘
、
石
鈷
な
ど
は
使
用
方
法
に
よ
っ
て
は
離
頭
銘
と
し
て
も
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
今
は
取
り
上
げ

な
い
。
さ
ら
に
基
部
の
短
い
固
定
式
鈷
も
弓
弓
耳
状
角
製
品
や
環
状
角
製
品
な
ど
を
使
っ
て
離
頭
銘
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の

オ
ロ
ス
貝
塚
叩
コ
イ
、
フ
ナ
、
ナ
マ
ズ
、
コ
ウ
ラ
イ
ハ
ゲ
ギ
ギ
、
カ
ム
ル
チ
ー

元
宝
溝
遺
跡
函
コ
イ
、
ケ
ッ
ギ
ョ
、
ハ
ス
、
ア
オ
ウ
オ
、
タ
ウ
ナ
ギ
、
ソ
ウ
ギ
ョ
、
カ
ワ
ヒ
ラ

新
開
流
遺
跡
叩
ア
オ
ウ
オ
、
コ
イ
、
ナ
マ
ズ
、
サ
ケ

こ
れ
ら
数
少
な
い
報
告
の
中
か
ら
疑
似
餌
釣
り
の
対
象
と
な
る
の
は
、
ネ
ズ
ミ
や
イ
タ
チ
と
い
っ
た
小
型
動
物
を
食
べ
る
種
類
が
挙
げ
ら
れ
、

元
宝
溝
遺
跡
出
士
の
ケ
ッ
ギ
ョ
が
ま
ず
対
象
と
し
て
想
定
で
き
る
。
そ
の
他
遺
跡
出
土
の
報
告
は
な
い
が
中
国
東
北
の
北
部
地
域
に
つ
い
て
の

（
旧
）

地
方
誌
に
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
、
イ
ト
ウ
や
コ
グ
チ
マ
ス
、
カ
モ
グ
チ
も
そ
の
重
要
な
対
象
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
い
ず
れ
も
今
後
の
新

石
器
時
代
か
ら
青
銅
器
時
代
の
遺
跡
発
掘
調
査
で
検
出
が
期
待
さ
れ
る
。

あ
る
点
で
一
致
を
承
乏

は
三
カ
所
に
過
ぎ
な
い
。

顎
倫
春
族
の
民
族
誌
に
よ
る
と
、
毛
の
付
い
た
ネ
ズ
ミ
や
リ
ス
を
使
っ
て
の
疑
似
餌
釣
り
に
よ
り
、
イ
ト
ウ
と
か
コ
グ
チ
マ
ス
と
い
っ
た
一

（
ｕ
）

ｍ
を
越
す
魚
を
釣
り
上
げ
る
方
法
が
ふ
ら
れ
る
。
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
疑
似
餌
を
水
面
す
れ
す
れ
に
走
ら
せ
る
と
、
大
型
の
魚
が
か
ぶ
り

つ
き
、
容
易
に
捕
獲
で
き
る
と
い
う
。
上
で
挙
げ
た
東
康
遺
跡
の
例
は
、
こ
の
よ
う
に
ネ
ズ
ミ
や
イ
タ
チ
あ
る
い
は
リ
ス
な
ど
の
皮
を
巻
付
け

て
疑
似
餌
と
す
る
も
の
で
あ
り
（
第
２
図
復
元
図
参
照
）
、
左
家
山
遺
跡
な
ど
の
貝
で
作
る
も
の
は
そ
れ
自
体
が
夕
方
水
面
を
跳
び
は
ね
る

小
魚
を
祐
佛
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
後
者
の
素
材
と
し
て
使
わ
れ
る
貝
、
軟
玉
、
動
物
の
骨
は
い
ず
れ
も
光
り
に
反
射
し
や
す
い
性
質
の
も
の
で

あ
る
点
で
一
致
を
承
る
。
中
国
東
北
部
の
新
石
器
時
代
遺
跡
に
お
い
て
は
各
遺
跡
か
ら
殆
ど
魚
骨
の
出
土
を
伝
え
る
が
、
鑑
定
さ
れ
た
事
例

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
湧
（
甲
元
）

Ⅱ
離
頭
話
の
出
土
例
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轍
江
上
流
の
左
岸
段
丘
上
に
立
地
す
る
墓
地
群
で
、
白
金
宝
文
化
と
漢
書
二
期
文
化
の
中
間
に
位
置
す
る
時
期
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

墓
地
の
う
ち
六
号
墓
か
ら
三
点
の
片
側
に
逆
刺
の
あ
る
有
孔
離
頭
鈷
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
図
示
さ
れ
た
一
点
に
は
孔
か
ら
紐
を
嵌
め
込
む
よ

う
に
浅
い
筋
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
長
さ
は
一
四
ｍ
（
第
３
図
４
）
。

轍
江
左
岸
台
地
上
の
小
高
い
丘
に
あ
る
白
金
宝
文
化
期
の
遺
跡
で
、
墓
の
副
葬
品
と
し
て
二
点
の
話
頭
が
出
土
し
て
い
る
。
中
央
部
に
二
孔

を
も
つ
が
、
説
明
や
図
に
よ
っ
て
も
閉
窩
式
か
開
窩
式
か
不
明
。

細
石
器
を
中
心
と
し
て
、
一
部
に
磨
製
石
器
や
土
器
を
含
む
文
化
層
か
ら
骨
製
の
逆
刺
を
も
つ
銘
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
数
回
に
わ
た
っ
て

発
掘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
を
統
括
す
る
報
告
が
な
い
た
め
に
そ
の
概
要
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の
所
属
年
代
も
確
定

地
域
で
は
そ
う
し
た
付
属
品
は
未
だ
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

（
旧
）

こ
の
地
方
に
回
転
式
離
頭
銘
が
存
在
す
る
》
」
と
は
前
田
潮
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、
後
に
山
浦
清
氏
に
よ
り
日
本
海
北
方
水
域
と
の
関
連
が

（
Ⅳ
）

述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
宋
兆
麟
氏
は
中
国
新
石
器
時
代
出
土
の
銘
を
分
析
す
る
中
で
昂
々
渓
遺
跡
の
銘
な
ど
の
一
一
二
口
及
し
、
雛
頭
鈷
を
有
孔
鈷
と
有

（
旧
）

帯
銘
に
区
分
し
、
顎
倫
春
族
の
マ
レ
ッ
ク
と
の
比
較
で
、
そ
の
使
用
法
を
復
元
し
て
い
る
。
た
だ
し
顎
春
族
の
マ
レ
ッ
ク
は
必
ず
し
も
柄
と
先

端
部
が
切
り
離
さ
れ
な
い
た
め
に
、
有
孔
鈷
は
離
頭
銘
の
一
種
と
し
て
扱
い
た
い
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
に
中
国
東
北
北
部
地
域
や
そ
の
隣
接

地
で
発
見
さ
れ
て
い
る
雛
頭
鈷
を
集
成
し
て
、
そ
の
年
代
と
分
布
を
把
握
す
る
こ
と
に
す
る
。

し
難
い
。

（
璽
）

黄
家
園
子
遺
跡

（
別
）

官
地
遺
跡

図
示
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
末
端
部
に
孔
を
も
つ
離
頭
銘
が
あ
る
。

（
旧
）

昂
々
渓
遺
跡（
別
）

一
一
克
浅
遺
跡

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）
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轍
江
の
支
流
で
あ
る
呼
爾
達
河
の
流
域
に
あ
り
、
遺
物
包
含
層
か
ら
大
量
の
貝
、
魚
骨
、
小
動
物
の
遺
骸
と
と
も
に
細
石
器
、
隆
起
文
士
器

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
図
示
さ
れ
た
一
点
の
銘
は
逆
刺
を
一
個
も
ち
末
端
部
近
く
に
紐
を
縛
る
た
め
の
挾
り
込
承
が
ふ
ら
れ
る
も
の
で
、
長
さ

九
・
一
一
一
四
幅
一
・
七
ｍ
を
測
る
（
第
３
図
１
）
。

腱

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

)三

：３

Ⅵ ９

１ ４

１
”
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅶ
Ⅵ
Ｍ
１1３

灘 ７

1６

第３図離頭話実測図(縮尺1/2.5）
（１：黄家園子、２～３，

５～６，８：西浦項、７

１０：前山、１１：東山頭、

１８：老山頭）

１２：白金宝、４：二克浅、

：農圃、９，１３，１４：新開流、
１５～１７、ペスチャヌイ、
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吉
林
省
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
、
広
々
と
し
た
草
原
と
大
規
模
な
沼
沢
地
に
囲
ま
れ
た
低
い
丘
上
に
遺
跡
は
あ
る
。
左
家
山
遺
跡
の
第
一
期

か
ら
第
三
期
に
相
当
す
る
時
期
の
集
落
杜
で
、
逆
刺
を
も
つ
離
頭
銘
や
紐
を
結
ぶ
た
め
の
挾
り
を
も
つ
骨
製
品
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。

遺
跡
で
は
魚
骨
が
厚
く
堆
積
し
て
い
た
と
記
さ
れ
る
が
、
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

松
花
江
の
支
流
で
あ
る
伊
通
河
の
北
岸
の
段
丘
上
に
あ
り
、
河
面
か
ら
の
高
さ
が
約
二
○
ｍ
ば
か
り
で
あ
る
。
新
石
器
時
代
の
小
珠
山
下
層

段
階
以
降
、
新
石
器
時
代
の
終
末
に
か
げ
て
連
続
す
る
大
規
模
な
集
落
遺
跡
で
あ
り
、
そ
の
第
三
期
に
逆
刺
を
も
つ
骨
製
の
有
帯
鈷
頭
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
長
さ
は
一
二
・
六
ｍ
で
末
端
部
は
斜
め
に
殺
ぎ
落
と
さ
れ
、
着
柄
の
便
を
な
し
て
い
る
。

長
さ
は
八
・（
別
）

漢
書
遺
跡

遺
跡
は
轍
江
右
岸
に
展
開
す
る
底
湿
地
か
ら
約
三
○
ｍ
ほ
ど
の
高
さ
を
も
っ
て
南
北
に
細
く
延
び
る
台
地
上
の
北
端
に
立
地
す
る
。
白
金
宝

文
化
期
（
漢
書
第
一
期
）
の
墓
地
が
三
基
発
掘
さ
れ
、
う
ち
一
基
の
墓
中
の
男
性
の
左
股
骨
上
か
ら
閉
窩
式
の
離
頭
銘
が
一
点
出
土
し
て
い
る
。

長
さ
は
八
・
’
一
一
ｍ
で
三
角
形
を
な
し
、
中
央
に
一
孔
を
も
つ
（
第
３
図
、
）
。

漢
代
と
並
行
す
る
頃
と
想
定
さ
れ
る
漢
書
第
二
期
文
化
層
か
ら
帯
孔
骨
器
が
出
土
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
離
頭
銘
の
事
と
も
受
け
止

め
ら
れ
る
が
確
実
で
は
な
い
。
な
お
こ
の
遺
跡
か
ら
滑
石
製
の
釣
針
の
鋳
型
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

吉
林
市
内
の
泡
に
囲
ま
れ
た
丘
陵
の
上
に
立
地
す
る
西
団
山
文
化
期
の
居
住
地
と
石
棺
墓
か
ら
な
る
遺
跡
で
、
住
居
杜
の
中
か
ら
逆
刺
を
も

つ
開
窩
式
の
回
転
離
頭
銘
が
一
点
出
土
し
て
い
る
。
動
物
の
管
骨
を
利
用
し
て
つ
く
る
、
内
面
が
や
や
窪
む
も
の
で
、
長
さ
は
九
・
九
皿
幅

一
・
九
ｍ
を
測
る
（
第
３
図
皿
）
。

（
刀
）

腰
井
子
遺
跡

（
妬
）

泡
子
沿
前
山
遺
跡

（
お
）

左
家
山
遺
跡 （
閉
）

東
山
頭
遺
跡

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）
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牡
丹
江
上
流
の
第
一
段
丘
上
に
あ
り
、
石
灰
場
遺
跡
や
東
康
遺
跡
と
は
指
呼
の
間
に
あ
り
、
ま
た
渤
海
の
上
京
龍
泉
府
の
四
血
東
に
位
置
し

て
い
る
。
団
結
文
化
の
文
化
層
の
な
か
で
大
量
の
魚
骨
に
混
じ
っ
て
、
｜
点
の
離
頭
銘
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
円
承
を
帯
び
た
逆
刺
の
両
下
に

紐
掛
け
の
た
め
の
浅
い
挾
り
を
も
つ
も
の
で
、
矛
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

遺
跡
発
掘
報
告
で
は
逆
亜
字
形
釣
針
と
さ
れ
た
も
の
は
、
山
浦
氏
に
よ
っ
て
開
窩
式
離
頭
銘
で
あ
る
こ
と
が
突
き
止
め
ら
れ
て
い
る
。
併
せ

て
七
点
出
土
し
て
い
て
、
大
き
さ
は
四
・
五
～
六
ｍ
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
湾
曲
す
る
片
側
に
か
す
か
な
逆
刺
を
も
つ
（
第
３
図
Ｂ
、
Ⅲ
）
。

（
別
）

れ
て
い
る
。
（
躯
）

牛
場
遺
跡

（
羽
）

老
山
頭
遺
跡

松
花
江
右
岸
の
河
面
を
糸
お
ろ
す
低
い
山
の
頂
き
に
あ
る
集
落
遺
跡
で
、

動
物
の
管
骨
を
利
用
し
、
中
央
部
に
浅
い
扶
り
を
も
つ
簡
単
な
も
の
で
、
串

徽
江
が
第
二
松
花
江
と
交
わ
る
付
近
の
左
岸
台
地
上
に
あ
る
白
金
宝
文
化
の
標
識
遺
跡
で
、
住
居
社
か
ら
多
数
の
鈷
頭
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
孔
を
も
つ
離
頭
銘
（
第
３
図
２
，
３
）
と
閉
窩
式
の
回
転
式
離
頭
銘
に
分
け
ら
れ
、
前
者
の
出
土
量
が
多
い
ら
し
い
。
回
転
式
雛
頭

鈷
は
中
央
部
に
孔
を
一
対
も
つ
長
さ
が
九
・
六
ｍ
の
も
の
で
、
孔
の
す
ぐ
上
に
わ
ず
か
な
逆
刺
が
承
ら
れ
る
（
第
３
図
、
）
。
な
お
雛
頭
鈷
の
一

部
は
矛
と
し
て
分
類
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
形
の
も
の
が
あ
る
（
第
３
図
３
）
。
長
さ
が
一
七
・
四
ｍ
ほ
ど
で
、
末
端
部
近
く
に
孔
が
一
点
穿
た
れ
て

い
る
。

（
調
）

新
聞
流
遺
跡

牡
丹
江
上
流
の
団
結
文
化
に
属
す
る
遺
跡
か
ら
開
窩
式
離
頭
銘
と
想
定
で
き
る
も
の
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
、

（
別
）

て
い
る
。
写
真
で
し
か
知
り
得
な
い
が
、
形
態
的
に
は
妥
当
す
る
よ
う
だ
。

（
釦
）

大
牡
丹
屯
遺
跡

（
四
）

［
口
金
宝
遺
跡

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

、
大
量
の
魚
骨
と
と
も
に
一
点
の
回
転
式
離
頭
銘
が
出
土
し
て
い
る
。

開
窩
式
銘
で
あ
ろ
う
（
第
３
図
旧
）
。

山
浦
氏
に
よ
っ
て
指
摘
ざ
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朝
鮮
東
北
部
の
海
岸
平
野
に
浮
か
ぶ
新
石
器
時
代
後
期
の
集
落
遺
跡
で
、
西
浦
項
遺
跡
と
同
様
な
逆
を
三
段
も
つ
長
さ
が
一
一
一
・
六
ｍ
の
離

頭
銘
と
逆
刺
が
片
側
に
の
ゑ
あ
る
離
頭
銘
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
づ
つ
出
士
し
て
い
る
。

豆
満
江
出
口
の
裏
側
に
あ
た
り
全
面
に
広
い
ラ
グ
ー
ン
を
望
む
小
高
い
丘
陵
上
に
あ
り
、
新
石
器
時
代
の
初
期
か
ら
鉄
器
時
代
に
い
た
る
大

規
模
な
居
住
遺
跡
で
あ
る
。
大
量
の
海
獣
が
発
掘
さ
れ
、
豊
富
な
漁
具
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
離
頭
銘
と
断
定
で
き
る
の
は
両
側
に
逆
刺
を
も

つ
長
さ
が
九
・
二
～
九
・
七
ｍ
の
も
の
で
（
第
３
図
５
，
６
）
、
新
石
器
時
代
の
初
頭
に
属
す
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
新
石
器
時
代
中
期
の
三
段
の

逆
刺
を
も
つ
長
さ
が
八
・
八
ｍ
の
骨
製
鈷
頭
も
ふ
ら
れ
る
（
第
３
図
８
）
。
小
形
の
銘
は
固
定
式
か
離
頭
銘
か
判
定
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
青

銅
器
時
代
（
紀
元
前
一
○
○
○
年
紀
）
に
な
る
と
明
ら
か
に
開
窩
式
離
頭
銘
と
想
定
で
き
る
型
式
が
登
場
す
る
。

こ
の
遺
跡
で
は
多
数
の
海
獣
類
が
出
土
し
て
い
る
。
今
そ
の
数
量
を
掲
げ
る
と
、
ゴ
マ
フ
ァ
ザ
ラ
シ
四
三
頭
、
ト
ド
一
頭
、
ク
ロ
ァ
シ
カ
七

八
頭
、
オ
ッ
ト
セ
イ
四
七
頭
、
ス
ナ
メ
リ
九
頭
、
セ
ミ
ク
ジ
ラ
八
頭
で
あ
り
、
発
掘
面
積
に
比
べ
て
出
土
量
の
多
さ
が
目
を
引
く
。

ペ
ス
チ
ャ
ヌ
イ
半
島
先
端
部
の
周
辺
海
岸
段
丘
上
に
形
成
さ
れ
た
ヤ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
文
化
の
代
表
的
な
遺
跡
で
、
多
数
の
開
窩
式
回
転
離
頭

銘
（
第
３
図
阻
、
Ⅳ
）
、
結
合
式
釣
針
、
単
式
釣
針
な
ど
が
多
数
出
士
し
て
い
る
。
回
転
式
銘
の
中
に
は
新
開
流
遺
跡
と
同
様
な
型
式
も
ふ
ら
れ

る
（
第
３
図
肥
）
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
大
形
の
海
獣
や
魚
の
骨
が
大
量
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
有
帯
鈷
が
多
数
承
ら
れ
る
が
固
定
式
鈷
か
雛
頭
鈷
か
の
区
別
が
で
き
な
い
。
い
ず
れ
も
上
層
文
化
期
に
属
す
る
も
の
で
、
Ｃ
年

代
で
は
二
ｍ
っ
汁
］
い
つ
目
を
示
し
て
い
る
。

片
側
に
逆
刺
を
も
つ
銘
は
旧
石
器
時
代
後
期
か
ら
す
で
に
認
め
ら
れ
、
新
石
器
時
代
初
頭
に
は
東
北
各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

（
お
〉

農
圃
遺
跡

（
弱
）

西
浦
項
遺
跡

狐
）

ペ
ス
チ
ャ
ヌ
イ
遺
跡
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捕
之
（
チ
ョ
ウ
ザ
メ
）
之
法
、
長
縄
系
叉
、
叉
魚
背
縦
去
、
徐
挽
縄
以
従
数
里
外
、
魚
倦
少
休
、
敲
其
鼻
、
鼻
骨
至
脆
、
破
則
一
身
力
立

葛
、
然
后
籔
其
月
思
使
痛
、
自
然
一
妖
登
岸
、
索
倫
尤
壇
能
。

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
離
頭
銘
に
よ
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
捕
獲
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
る
と
こ
れ
ら
東
北
ア
ジ

ア
出
土
の
銘
な
ど
は
主
と
し
て
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
な
ど
の
大
型
魚
類
の
捕
獲
に
ま
ず
は
充
て
ら
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
よ
う
。

八
に
は
、

と
を
窺
わ
せ
る
。

回
転
式
離
頭
銘
も
最
古
の
も
の
は
新
開
流
遺
跡
の
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
東
北
ア
ジ
ア
北
部
で
一
般
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
白
金

宝
文
化
以
降
の
段
階
で
あ
り
、
紀
元
前
二
○
○
○
年
期
の
あ
る
段
階
で
、
か
な
り
急
速
に
こ
の
漁
携
法
が
東
北
ア
ジ
ア
に
展
開
し
て
行
っ
た
こ

が
知
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
銘
漁
携
は
そ
の
対
象
と
し
て
想
定
で
き
る
の
は
沿
岸
部
で
は
海
獣
類
で
あ
り
、
内
陸
河
川
で
は
大
形
魚
類
で
あ
る
。
黒
龍
江
流
域

（
汀
）

に
生
活
す
る
赫
哲
族
は
離
頭
銘
を
使
用
し
て
ソ
ウ
ギ
ョ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
チ
ョ
ウ
ザ
メ
も
離
頭
銘

の
主
た
る
対
象
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
一
九
世
紀
は
じ
め
に
斉
斉
恰
爾
に
赴
任
し
た
清
の
官
僚
で
あ
る
西
清
の
『
黒
龍
江
外
記
」
巻

い
ず
れ
も
固
定
式
の
銘
と
想
定
さ
れ
、
雛
頭
鈷
が
い
つ
か
ら
こ
の
地
方
に
出
現
す
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
非
回
転
離
頭
銘
で
年
代
が
最
も
遡

上
す
る
の
は
、
黄
家
園
子
遺
跡
や
西
浦
項
遺
跡
の
例
で
次
い
で
新
開
流
遺
跡
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
と
形
態
的
に
近
い
も
の
に
左
家
山
遺

跡
出
土
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
銘
の
端
部
に
節
を
作
り
紐
を
括
る
も
の
で
あ
る
が
、
非
固
定
式
鈷
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
は
疑
問
の
余
地
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
よ
り
明
確
に
離
頭
銘
と
想
定
で
き
る
有
孔
の
離
頭
銘
は
二
克
浅
の
墓
地
副
葬
品
で
春
秋
期
に
あ
た
る
。
昂
を
渓
遺
跡
の
例

も
こ
れ
と
同
類
で
あ
る
が
、
そ
の
所
属
年
代
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
も
し
も
昂
々
渓
遺
跡
の
出
士
品
が
新
石
器
時
代
初
頭
に
属
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
先
の
黄
家
園
子
遺
跡
の
例
も
離
頭
銘
と
し
て
推
定
で
き
、
新
石
器
時
代
の
当
初
か
ら
節
帯
を
も
つ
離
頭
銘
と
孔
を
も
つ
雛
頭
鈷

の
一
一
種
類
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
下
っ
て
も
新
聞
流
上
層
段
階
（
Ｃ
年
代
で
は
巴
雪
Ｈ
］
舌
目
）
に
は
確
実
に
登
場
し
て
い
た
こ
と

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）
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屯
あ
る
。

今
日
中
国
東
北
地
域
で
見
ら
れ
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
に
は
３
種
類
が
あ
る
。

ア
ム
ー
ル
チ
ョ
ウ
ザ
メ
シ
○
一
℃
の
ロ
の
国
、
ｓ
『
の
ロ
・
遠
因
日
＆
（
（
第
４
図
１
）

ダ
ウ
リ
ァ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
出
巨
の
○
ｓ
目
８
ｍ
の
①
。
【
囚
（
第
４
図
２
）

チ
ョ
ウ
セ
ン
チ
ョ
ウ
ザ
メ
シ
旦
已
の
ロ
叩
の
『
＆
ず
二
目
ロ
、
ロ
ロ
日
の
円
』
一
（
第
４
図
３
）

ア
ム
ー
ル
チ
ョ
ウ
ザ
メ
（
鱒
魚
エ
ァ
ム
ー
ル
ス
キ
ー
オ
シ
ョ
ト
ル
）
は
主
と
し
て
松
花
江
に
産
し
、
全
長
が
三
ｍ
ほ
ど
を
普
通
と
す
る
。
肉

は
大
変
美
味
し
く
、
頭
骨
は
煮
干
し
に
さ
れ
、
鯉
魚
脳
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。
ダ
ウ
リ
ア
チ
ョ
ウ
ザ
メ
（
鯉
魚
皿
カ
ル
ー
ガ
）
は
黒
龍
江
の
泥

底
に
住
糸
、
夏
季
に
河
を
遡
の
ぼ
っ
て
産
卵
し
、
松
花
江
で
は
一
一
一
姓
（
依
蘭
）
ま
で
上
り
、
ま
れ
に
轍
江
ま
で
達
す
る
。
ま
た
烏
蘇
里
江
や
興

凱
湖
で
も
産
卵
す
る
た
め
に
上
る
チ
ウ
ザ
メ
が
承
ら
れ
る
。
チ
ョ
ウ
セ
ン
チ
ョ
ウ
ザ
メ
（
カ
ラ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
）
は
渤
海
湾
に
注
ぐ
河
川
に
棲
息

す
る
類
で
、
鴨
緑
江
か
ら
朝
鮮
中
部
地
域
に
も
た
ま
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
江
流
域
に
棲
息
す
る
も
の
と
同
種
で
、
冬
に
海
に
下
る
も
の

東
北
ア
ジ
ア
で
当
面
対
象
と
な
る
の
は
ア
ム
ー
ル
チ
ョ
ウ
ザ
メ
と
ダ
ウ
リ
ア
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
２
種
で
あ
る
。
中
国
東
北
地
方
で
の
チ
ョ
ウ
ザ

メ
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
文
献
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

的
と
な
る
。
》

え
て
行
こ
う
。

中
国
東
北
地
域
で
今
日
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
発
掘
調
査
例
の
な
か
で
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
出
士
は
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
漁
携
技
術
と

捕
獲
対
象
動
物
の
関
係
が
明
確
に
な
り
に
く
い
。
し
か
し
文
献
史
料
に
お
い
て
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
し
ば
し
ば
登
場
し
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
捕
獲
の
記

事
さ
え
記
録
さ
れ
て
い
る
。
チ
ョ
ウ
ザ
メ
は
古
く
は
秦
壬
魚
も
し
く
は
牛
魚
と
呼
ば
れ
、
後
に
鱸
魚
、
鯉
魚
、
あ
る
い
は
鱒
魚
の
名
称
が
一
般

的
と
な
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
文
献
史
料
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
に
つ
い
て
見
て
行
き
、
考
古
学
的
遺
物
と
の
関
連
を
考

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
湧
（
甲
元
）

Ⅲ
文
献
に
み
ら
れ
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
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一
轍
江
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
史
料

北
宋
程
大
昌
の
「
演
繁
露
』
に
は

契
丹
主
捷
魯
河
釣
牛
魚
、
以
占
歳
。

と
あ
る
。
契
丹
（
遼
）
の
皇
帝
は
春
夏
秋
冬
居
住
地
を
巡
行
す

る
の
を
常
と
し
、
春
正
月
か
ら
三
月
ま
で
の
捺
鉢
（
ナ
ポ
）
は
鴨

子
河
（
繊
江
）
下
流
に
あ
っ
た
（
『
金
史
』
巻
一
一
一
十
二
、
「
営
衛
志
、

中
」
）
。
そ
こ
で
氷
下
の
魚
を
捕
獲
し
て
い
た
と
い
う
記
載
が
少
な

か
ら
ず
承
ら
れ
る
。
燵
魯
河
は
今
日
の
挑
児
河
に
当
た
り
、
春
居

住
地
近
く
の
轍
江
の
下
流
で
合
流
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
チ
ョ
ウ

ザ
メ
釣
の
記
述
は
正
月
恒
例
の
占
い
と
も
想
定
さ
れ
る
。

先
に
引
い
た
西
清
撰
『
黒
龍
江
外
記
』
で
は
繊
江
下
流
の
斉
斉

恰
爾
城
付
近
で
の
魚
に
つ
い
て
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
巻
八

に
は

鱸
鯉
魚
古
名
秦
王
魚
、
音
之
誰
也
。
大
者
首
専
車
。
捕
之

之
法
・
・
・
・

と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
よ
り
以
前
、
’
七
世
紀
に
父
の
配
流
に

従
っ
て
こ
の
地
域
を
訪
れ
た
方
式
済
の
『
龍
沙
紀
略
』
に
は
、
清

へ
の
貢
納
品
と
し
て
魚
類
で
は
ア
ム
ー
ル
イ
ト
ウ
を
挙
げ
、
物
産

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

鑪;i鑿i篝鑿鑿iii鱸鑿|鑪鑿i;;蕊；ず７
一函

：

第４図チョウザメ実測図(縮尺約1/40）

（ｌ：アムール・チョウザメ、２：ダウリア・チョウザメ、

３：チョウセン・チョウザメ）
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『
金
史
』
巻
二
四
、
「
地
理
志
上
」
に
は

会
寧
府
旧
歳
貢
秦
王
魚
、
大
定
十
二
年
（
二
七
二
）
罷
之
。

と
あ
り
、
金
の
上
京
会
寧
府
は
培
爾
漬
近
く
の
阿
什
河
流
域
に
あ
り
、
そ
の
下
流
は
松
花
江
に
注
い
で
い
る
。
首
都
近
く
で
の
捕
獲
で
あ
れ

ば
東
流
松
花
江
を
指
す
と
承
ら
れ
る
が
、
金
の
会
寧
府
の
支
配
領
域
は
、
北
は
海
倫
か
ら
南
は
長
白
山
に
及
ぶ
た
め
に
、
捕
獲
場
所
は
松
花
江

流
域
と
し
か
特
定
で
き
な
い
。
北
宋
周
麟
之
撰
『
海
陵
集
』
に
記
さ
れ
た
、

有
梁
大
使
者
、
先
朝
内
侍
官
也
。
入
館
伝
旨
、
賜
金
蘭
酒
二
瓶
、
銀
魚
、
牛
魚
二
盤
。
又
云
出
琿
同
江
、
其
大
如
牛
。

は
、
宋
か
ら
金
へ
の
使
者
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
人
の
記
録
で
あ
り
、
ま
た
次
の
南
宋
周
必
大
撰
『
二
老
堂
雑
志
』
は
周
麟
之
の
こ
と
を
述
べ

て
い
る
の
で
、
事
例
と
し
て
は
同
一
で
あ
る
。

な
か
っ
た
ら
し
い
。

二
、
松
花
江
お
よ
び
黒
龍
江
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
史
料

北
魏
、
晴
唐
時
代
に
は
第
二
松
花
江
は
速
末
水
も
し
く
は
粟
末
水
と
呼
ば
れ
、
遼
の
太
宗
の
時
に
混
同
江
と
改
称
さ
れ
（
九
四
六
年
）
、
さ
ら

に
聖
宗
の
時
に
第
一
、
第
二
松
花
江
が
一
筋
の
河
川
と
認
識
さ
れ
て
、
混
同
江
と
統
一
的
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
一
○
二
四
年
）
が
、

｜
部
土
地
の
人
は
松
阿
里
江
ま
た
は
松
花
里
江
と
も
称
し
た
。
ま
た
大
き
な
川
と
い
う
意
味
の
満
語
の
烏
蜘
を
つ
け
て
烏
痢
江
と
呼
ぶ
場
合
も

あ
る
。
黒
龍
江
は
階
唐
時
代
以
来
黒
水
の
呼
称
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
文
献
に
よ
っ
て
は
時
に
松
花
江
、
混
同
江
と
混
乱
し
て
い
る
場
合
が
あ

る
ｓ
金
史
』
巻
一
に
「
混
同
江
亦
号
黒
龍
江
」
と
あ
る
）
。
ま
た
下
っ
て
清
代
の
文
献
に
も
混
同
江
が
海
に
尽
き
る
こ
と
を
記
述
す
る
例
も
あ

り
、
黒
龍
江
が
松
花
江
と
合
流
し
て
海
に
流
れ
る
ま
で
は
、
黒
龍
江
と
も
混
同
江
と
も
称
さ
れ
て
こ
の
河
に
関
す
る
呼
称
は
必
ず
し
も
一
定
し

に
は
夏
に
は
コ
イ
、
冬
に
は
ヒ
ラ
ウ
オ
、
ケ
ッ
ギ
ョ
が
あ
る
と
す
る
ほ
か
カ
モ
グ
チ
に
話
が
及
ん
で
い
る
が
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
に
は
一
一
一
一
口
及
し
て
い

な
い
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
徽
江
流
域
で
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
は
量
的
に
多
く
は
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）
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牛
魚
出
女
真
混
同
江
、
大
老
長
丈
余
、
童
三
百
斤
、
其
肉
脂
相
間
、
食
之
味
佳
。

薩
英
額
撰
『
吉
林
外
記
』
巻
七
、
物
産
條

鰐
鯉
即
鱒
也
。
長
丈
余
、
鼻
長
有
讃
、
ロ
近
領
下
。

去
大
烏
痢
櫨
村
、
八
十
里
、
地
名
冷
堀
、
産
鱒
鯉
魚
櫨
。

ま
た
次
の
文
献
は
清
代
に
お
い
て
の
松
花
江
流
域
で
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
特
産
に
つ
い
て
記
す
が
、
場
所
は
特
定
で
き
な
い
。
第
二
松
花
江
流

域
一
帯
で
の
事
柄
で
あ
ろ
う
。

烏
蜘
是
臨
江
城
市
、
＋

高
士
奇
撰
『
屋
従
東
巡
日
記
』

南
懐
仁
撰
『
鍵
組
旅
行
記
』

『
大
清
一
統
志
』

『
屋
従
日
記
』

金
主
愛
之
、
亨
以
所
釣
牛
魚
、
非
旧
例
也
。

『
大
明
一
統
志
』
巻
八
九
「
女
真
」
に
は
、

鱒
鰹
魚
牛
魚
、
混
同
江
出
、
大
老
長
丈
五
尺
、
童
三
百
斤
、
無
鱗
、
骨
脂
肉
相
間
、
食
之
味
佳
。

と
あ
る
。
以
上
の
文
献
は
場
所
は
特
定
で
き
な
い
ま
で
も
松
花
江
流
域
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
棲
息
し
て
い
た
こ
と
を
記
す
の
に
対
し
て
、
以

下
の
記
録
は
第
二
松
花
江
中
流
域
の
烏
蜘
地
方
で
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
漬
太
祖
実
録
』
天
聡
九
年
十
一
月
発
丑
の
条
・

又
遼
河
向
無
鱒
鰹
魚
、
惟
烏
卿
江
黒
龍
江
有
之
。

我
太
祖
高
皇
帝
攻
取
烏
蜘
地
為
我
有
。
山
多
黒
松
、
結
松
子
甚
巨
。
土
産
人
参
、
水
出
北
珠
、
江
有
鱸
魚
、
禽
有
鷹
鶴
、
海
東
青
之
類
。

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

去
吉
林
三
十
三
里
、
梢
上
流
所
、
盛
産
鱒
鯉
魚
。
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三
、
牡
丹
江
の
史
料

漬
呉
振
臣
撰
『
寧
古
塔
紀
略
』
は
一
七
世
紀
後
半
に
父
に
従
っ
て
寧
古
塔
（
今
日
の
寧
安
県
）
で
生
活
し
た
時
分
の
記
録
で
、
そ
の
流
域
に

住
む
ギ
リ
ャ
ー
ク
な
ど
の
少
数
民
族
を
含
め
て
、
牡
丹
江
流
域
の
風
俗
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
牡
丹
江
上
流
域
で
の
魚
類
に
つ

英
喜
撰
『
打
牲
烏
劇
志
典
全
書
』
巻
二

録
し
た
も
の
で
あ
る
。

桃
元
之
撰
『
竹
葉
亭
雑
記
』
巻
八

鰹
魚
肥
骨
、
鰹
魚
頭
也
。
出
黒
龍
江
一
帯
、
魚
頭
大
老
、
須
一
車
載
之
。

鱒
魚
遼
名
色
里
麻
魚
、
鰹
魚
即
鱸
魚
、
肉
白
脂
黄
、
遼
時
名
阿
入
児
魚
、
今
出
混
同
江
。

以
上
の
他
に
一
五
世
紀
中
頃
の
原
本
を
あ
と
に
嘉
靖
一
六
年
（
一
五
三
七
）
編
纂
し
た
『
遼
東
志
』
や
そ
れ
を
補
綴
し
た
『
全
遼
志
』
に
も

こ
の
地
方
の
物
産
と
し
て
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
記
載
が
ふ
ら
れ
る
。
ま
た
以
下
の
三
点
の
記
録
は
清
代
後
半
期
の
烏
蜘
で
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
猟
を
記

『
欽
定
大
清
会
典
事
例
』
巻
八
百
八
十
九

毎
旗
選
壮
丁
十
九
名
、
於
冬
夏
二
季
、
専
捕
鯛
鰹
魚
、
免
捕
紹
鼠
。

『
打
牲
烏
卿
地
方
郷
士
志
』

物
産
の
条

『
東
海
小
志
』

「
盛
京
通
志
』

採
捕
鱒
鰹
魚
条

牛
魚
出
混
同
江
。

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）
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以
上
の
文
献
の
記
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
宋
代
か
ら
清
代
に
か
げ
て
松
花
江
流
域
や
轍
江
下
流
域
、
そ
れ
に
牡
丹
江
流
域
や
黒
龍
江
流
域

で
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
は
確
実
に
捕
獲
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
第
二
松
花
江
の
吉
林
北
部
烏
拉
街
で
は
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
清
へ
の

朝
貢
品
を
捕
獲
す
る
特
定
の
場
所
が
一
七
世
紀
以
降
設
定
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
清
代
末
期
に
作
成
さ
れ
た
『
長
白
匿
征

録
』
に
よ
れ
ば
、
第
二
松
花
江
上
流
地
域
に
お
い
て
は
棲
息
す
る
主
な
魚
と
し
て
、
コ
イ
、
ヒ
ラ
ウ
オ
、
フ
ナ
、
ハ
ク
レ
ン
、
コ
ク
レ
ン
、
ケ

ッ
ギ
ョ
、
カ
ム
ル
チ
ー
、
ウ
ナ
ギ
、
タ
ウ
ナ
ギ
、
イ
ノ
シ
シ
ギ
ギ
、
ア
カ
メ
マ
ス
、
ア
オ
ウ
オ
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
に
関

す
る
記
述
は
な
く
、
こ
の
地
域
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
自
然
分
布
範
囲
か
ら
外
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

す
る
と
第
二
松
花
江
中
流
域
か
ら
松
花
江
そ
れ
に
黒
龍
江
に
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
か
な
り
の
密
度
で
棲
息
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
し
、
徽
江

も
下
流
地
域
に
は
分
布
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
文
献
に
よ
る
記
述
の
違
い
か
ら
、
松
花
江
流
域
で
は
大
型
の
ア
ム
ー
ル
．

（
牡
丹
）
江
中
有
魚
（
ト
ガ
リ
ヒ
ラ
ウ
オ
）
、
扱
鮮
肥
而
多
。
有
形
似
縮
項
魚
扇
、
満
名
発
緑
。
満
州
人
喜
食
之
、
夏
間
最
多
。
・
・
・
・

亦
有
鱒
鰹
、
他
如
青
魚
、
鯉
魚
、
編
魚
、
鮒
魚
其
最
多
者
也
。

清
楊
賓
撰
『
柳
辺
紀
略
』
は
父
親
が
南
明
の
政
治
活
動
に
係
わ
り
あ
い
が
あ
っ
た
と
し
て
、
’
七
世
紀
後
半
に
寧
古
塔
に
流
さ
れ
た
た
め
に
、

後
一
六
七
一
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て
父
を
尋
ね
て
寧
安
県
を
訪
れ
た
時
の
記
録
が
中
心
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
巻
三
に
は
、

牛
魚
鱒
魚
也
。
頭
略
似
牛
、
微
与
南
方
有
別
、
土
人
直
呼
爲
鱒
、
中
士
人
或
謂
之
牛
耳
、
重
数
百
斤
、
或
千
斤
、
混
同
、
黒
龍
両
江
、

い
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

と
あ
っ
て
松
花
江
や
黒
龍
江
、
牡
丹
江
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
捕
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
今
日
の
吉
林
市
周
辺
の
物
産
と
し
て

柳
条
辺
外
山
野
江
河
産
珠
人
参
紹
獺
・
・
・
鱒
鯉
諸
物
。

が
掲
げ
ら
れ
て
、
第
二
松
花
江
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
猟
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

牛
魚
鱒
魚
也
。
一

虎
児
吟
河
皆
有
之
。

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）
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東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
） ■■
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の

第５図疑似餌(■)及び雛頭錯(●)出土遺跡分布図
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先
史
時
代
の
東
北
ア
ジ
ア
の
内
陸
部
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
漁
携
其
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
が
一
つ
の
大
き
な
特
色
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
機
能
分
化
し
な
が
ら
、
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
在
来
の
石
錘
や
土
錘
に
よ
る
網
漁

携
は
中
小
の
魚
類
が
対
象
で
あ
り
、
長
江
型
士
錘
が
導
入
さ
れ
る
と
ハ
ク
レ
ヱ
コ
ク
レ
ン
そ
れ
に
ソ
ウ
ギ
ョ
と
い
っ
た
コ
イ
科
の
淡
水
魚
が

捕
獲
の
対
象
と
な
り
、
疑
似
餌
を
使
う
釣
り
漁
携
は
イ
ト
ウ
や
コ
グ
チ
マ
ス
、
あ
る
い
は
カ
モ
グ
チ
と
い
っ
た
大
型
の
肉
食
魚
類
が
、
雛
頭
鈷

は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
な
ど
の
大
型
の
魚
類
が
主
た
る
対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

問
題
な
の
は
内
陸
河
川
と
沿
岸
部
と
い
う
魚
種
が
異
な
る
地
域
に
、
少
し
づ
つ
組
み
合
せ
や
形
態
を
変
え
な
が
ら
も
共
通
す
る
漁
携
具
が
分

布
す
る
現
象
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
で
あ
る
。
ち
な
糸
に
東
北
ア
ジ
ア
内
陸
部
と
沿
岸
部
そ
れ
に
朝
鮮
の
南
部
地
域
の
先
史
時
代
漁
携
具

を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
第
６
図
参
照
）
。

東
北
ア
ジ
ア
内
陸
部

網
漁
携
Ｉ
切
目
・
打
ち
欠
き
石
錘

チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
、
黒
龍
江
流
域
で
は
よ
れ
よ
り
や
や
小
型
の
ダ
ウ
リ
ァ
・
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
た
と
考
定
さ
れ
る（
胡
）

離
頭
銘
に
よ
る
漁
携
は
、
沿
岸
部
に
お
い
て
は
そ
の
対
象
が
海
獣
類
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
推
定
さ
れ
て
き
た
。
実
際
雛
頭
鈷
が
出

（
羽
）

土
す
る
遺
跡
で
は
海
獣
類
が
多
く
出
土
し
て
い
る
（
ペ
ス
チ
ャ
ヌ
イ
、
西
浦
項
、
農
園
、
東
一
二
洞
）
し
、
離
頭
銘
の
分
布
範
囲
に
海
獣
類
も
多

く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
雛
頭
鈷
は
海
獣
類
あ
る
い
は
大
形
の
魚
が
捕
獲
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
想
定
で
き
る
。
パ
イ
カ
ル
湖
周
辺（
⑩
）

の
中
石
器
時
代
か
ら
新
石
器
時
代
に
か
け
て
は
銘
や
結
合
式
釣
針
に
よ
っ
て
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
多
く
捕
獲
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、

歴
史
時
代
の
中
国
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
に
チ
ョ
ウ
ザ
メ
に
対
す
る
漁
携
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
内
陸
河
川
一
帯
に
雛
頭
鈷
が
分
布

す
る
（
第
５
図
参
照
）
こ
と
な
ど
を
併
せ
考
え
る
と
、
新
石
器
時
代
の
遺
跡
か
ら
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
骨
の
出
土
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
東
北
北

部
に
お
い
て
離
頭
銘
に
よ
っ
て
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
撹
（
甲
元
）

お
わ
り
に
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東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
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東
北
ア
ジ
ア
に
承
ら
れ
る
共
通
す
る
漁
携
方
法
は
、
明
確
に
は
新
聞
流
遺
跡
段
階
か
ら
は
じ
ま
り
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
新
石
器
時
代
初
頭
に

ま
で
遡
上
す
る
こ
と
が
そ
の
所
属
年
代
に
よ
り
わ
か
る
。
す
る
と
基
本
的
に
は
内
陸
河
川
一
帯
で
開
発
さ
れ
た
漁
携
技
術
が
沿
岸
部
に
及
ん
で

魚
種
の
異
な
り
に
対
す
る
処
方
か
ら
、
幾
つ
か
の
展
開
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
も
で
き
よ
う
。
こ
の
想
定
を
裏
付
け
る
も
の
と
し

て
、
沿
岸
部
地
域
に
お
い
て
は
北
部
か
ら
南
部
に
下
る
と
と
も
に
、
海
獣
類
の
種
類
が
減
少
し
て
ゆ
き
、
そ
れ
が
西
北
九
州
に
及
ん
で
い
る
こ
と

で
あ
る
。
第
６
図
に
示
す
よ
う
に
朝
鮮
北
部
沿
岸
地
域
で
は
、
オ
ッ
ト
セ
イ
、
ア
ザ
ラ
シ
、
ア
シ
カ
、
イ
ル
カ
、
ク
ジ
ラ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
る

が
、
朝
鮮
南
部
で
は
こ
の
組
承
合
せ
か
ら
オ
ッ
ト
セ
イ
が
脱
落
し
、
西
北
九
州
で
は
ア
ザ
ラ
シ
が
抜
け
、
中
・
南
九
州
や
山
陰
で
は
ア
シ
カ
が

状
況
を
見
て
行
く
と
、
い
わ
ば
棲
一

性
が
高
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 釣
漁
携
Ｉ
逆
Ｔ
字
形
釣
針
、
単
式
釣
針
、
疑
似
餌
、

銘
漁
携
ｌ
固
定
銘
へ
離
頭
銘
（
回
転
式
、
非
回
転
式
）

東
北
ア
ジ
ア
沿
岸
部
網
漁
携
ｌ
切
目
・
打
ち
欠
き
石
錘

釣
漁
携
ｌ
結
合
式
釣
針
、
単
式
釣
針

銘
漁
携
ｌ
固
定
銘
（
組
承
合
せ
銘
）
、
離
頭
銘
（
回
転
式
）

朝
鮮
南
部
沿
岸

網
漁
携
ｌ
切
目
・
打
ち
欠
き
石
錘

釣
漁
携
ｌ
結
合
式
釣
針
、
逆
Ｔ
字
形
釣
針

銘
漁
携
ｌ
固
定
式
（
組
み
合
せ
銘
）
、
離
頭
銘
（
回
転
式
）

結
合
式
釣
針
は
未
だ
中
国
東
北
部
で
は
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
シ
ベ
リ
ア
東
部
地
域
に
は
分
布
し
て
い
る
の
で
、
今
後
発
見
さ
れ

る
可
能
性
は
高
い
。
対
称
的
な
の
は
非
回
転
銘
と
固
定
式
と
し
た
粗
朶
合
せ
銘
の
分
布
で
あ
る
。
石
鋸
は
シ
ル
カ
洞
窟
や
朝
鮮
東
北
の
茂
山
と

（
Ⅵ
）

い
っ
た
内
陸
地
点
か
ら
出
土
し
て
い
る
以
外
は
、
い
ず
れ
も
朝
鮮
以
南
の
沿
岸
部
に
の
ゑ
分
布
が
承
ら
れ
る
。
』
」
の
一
一
者
は
現
在
ま
で
の
分
布

状
況
を
見
て
行
く
と
、
い
わ
ば
棲
に
分
け
の
状
態
に
あ
り
、
非
回
転
式
の
雛
頭
鈷
の
代
用
と
し
て
石
鋸
を
使
う
組
糸
合
せ
銘
が
出
現
し
た
可
能

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）
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無
く
な
る
状
況
が
描
か
れ
る
。
離
頭
銘
、
結
合
式
釣
針
、
組
糸
合
せ
銘
に
ふ
ら
れ
る
漁
携
具
は
豊
富
な
海
獣
類
や
大
型
魚
類
が
棲
息
す
る
地
域
に

あ
っ
て
こ
そ
有
効
な
道
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
傾
斜
は
日
本
海
北
部
沿
岸
地
域
が
海
獣
狩
猟
の
出
発
点
で
あ
っ
た
可
能
性
を
物
語
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
遡
上
す
れ
ば
、
内
陸
大
河
川
流
域
で
創
造
さ
れ
た
大
型
淡
水
魚
捕
獲
の
方
法
が
、
回
遊
魚
を
求
め
て
の
沿
岸
部

地
域
と
の
交
渉
の
過
程
で
、
海
獣
類
の
捕
獲
へ
と
転
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
、
出
土
漁
携
具
の
年
代
的
な
観
点
か
ら
も
符
合
す
る
。

そ
の
当
否
は
や
が
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
は
こ
う
し
た
共
通
す
る
漁
携
技
法
が
ほ
ぼ
紀
元
前
二
○
○
○

年
紀
に
一
般
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
当
時
の
状
況
は
ま
た
別
の
角
度
か
ら
の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

注

（
１
）
甲
元
眞
之
「
東
北
ア
ジ
ア
の
石
製
農
具
」
『
古
代
文
化
』
第
四
一
巻
四
号
、
’
九
八
九
年
。

甲
元
眞
之
「
東
北
ア
ジ
ア
の
初
期
農
耕
文
化
」
『
日
本
に
お
け
る
初
期
弥
生
文
化
の
成
立
』
文
献
出
版
社
、
’
九
九
一
年
。

（
２
）
岡
本
正
一
『
満
支
の
水
産
事
情
」
水
産
通
信
社
、
’
九
四
○
年
。

甲
元
眞
之
「
中
国
東
北
地
方
の
先
史
時
代
漁
携
復
元
」
『
岩
崎
卓
也
先
生
退
官
記
念
論
文
集
』
雄
山
閣
、
’
九
九
四
年
。

（
３
）
山
浦
清
「
中
国
東
北
地
区
に
お
け
る
回
転
式
鈷
頭
に
つ
い
て
」
『
貝
塚
』
第
三
一
号
一
九
八
一
一
一
年
。

（
７
）
吉
林
大
学
考
古
教
研
室
「
農
安
左
家
山
新
石
器
時
代
遺
祉
」
『
考
古
学
報
』
’
九
八
九
年
二
期
。

（
８
）
吉
林
省
文
物
考
古
研
究
所
・
白
城
地
区
博
物
館
・
長
嶺
県
文
化
局
「
吉
林
長
嶺
県
腰
井
子
新
石
器
時
代
遺
祉
」
『
考
古
』
一
九
九
二
年
八
期
。

（
９
）
黒
龍
江
省
文
物
考
古
工
作
隊
「
黒
龍
江
肇
源
県
白
金
宝
遺
祉
第
一
次
発
掘
」
『
考
古
』
・
’
九
八
○
年
四
期
。

（
皿
）
吉
林
省
博
物
館
文
物
隊
・
吉
林
大
学
歴
史
系
考
古
専
業
「
吉
林
大
安
漁
場
古
代
墓
地
」
「
考
古
』
’
九
七
五
年
六
期
。

（
、
）
黒
龍
江
文
物
考
古
工
作
隊
「
密
山
県
新
開
流
遺
杜
」
『
考
古
学
報
』
当
九
七
九
年
四
期
。

（
皿
）
黒
龍
江
省
博
物
館
「
東
康
原
始
社
会
遺
祉
発
掘
報
告
」
『
考
古
』
一
九
七
五
年
三
期
。

黒
龍
江
省
博
物
館
考
古
部
・
恰
爾
漬
師
範
大
学
歴
史
系
「
寧
安
県
東
康
遣
社
第
二
次
発
掘
記
」
『
黒
龍
江
文
物
叢
刊
』
一
九
八
三
年
三
期
。

（
旧
）
村
上
恭
通
「
東
北
ア
ジ
ア
の
初
期
鉄
器
時
代
」
『
古
代
文
化
』
第
三
九
巻
九
号
。

（
３
）
山
浦
清
「
中
国
東
皿

（
４
）
注
（
２
）
に
同
じ
。

（
５
）
シ
・
田
．
○
六
両
。
昌
云
◎
魚

（
６
）
シ
・
ロ
・
屈
両
石
口

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

シ
・
田
．
○
六
両
。
昌
云
。
ご
苞
自
営
①
出
一
切
８
■
］
＆
固
い
声
の
ご
旨
三
．
弓
ゴ
「
シ
吻
旨
・
句
。
旧
【
・
ｚ
ｏ
・
ロ
這
田
．

シ
・
ロ
・
屈
両
勺
両
国
四
四
宍
Ｐ
西
○
国
。
■
両
『
や
。
□
Ｏ
ス
ン
酉
宍
皀
菖
び
弓
皀
や
ン
ｏ
ｂ
同
■
出
向
弓
。
シ
三
亘
勺
シ
・

四
○
ｍ
。
ｎ
国
切
困
ｂ
ｏ
宍
乞
ご
・
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（
釦
）
注
（
肥
、
Ⅳ
）
に
同
じ
。

（
羽
）
甲
元
眞
之
「
朝
鮮
先
史
》

（
伽
）
甲
元
眞
之
「
先
史
時
代
（

（
ｕ
）
山
崎
純
男
「
西
北
九
州
》

（
鉛
）
考
古
学
研
究
室
「
清
津
農
圃
原
始
遺
跡
発
掘
」
『
文
化
遺
産
』
’
九
五
七
年
四
期
。

（
師
）
凌
純
聾
『
松
花
江
下
濫
的
赫
哲
族
』
’
九
三
四
年
。

／戸、

３５
、－'

３４３３３２３１３０２９２８２７２６２５
超.／、=ノ、-'卍-"、＝、.’、-〆、-ノ、.'、."

＞注黒注黒趙注注吉注

=、霊冒雲霧５官禁？
￣博一省ヨーー博一

冒喬鼈高朧高鼈喬
＞ビョビ館窪PここI』：

（
旧
）
前
田
潮
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
そ
れ
以
降
の
回
転
式
鈷
頭
の
型
式
と
そ
の
変
遷
」
『
東
京
教
育
大
学
文
学
部
史
学
研
究
』
第
九
六
号
、
’
九
七
四
年
。

（
Ⅳ
）
山
浦
清
「
北
西
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
お
け
る
回
転
式
鈷
頭
の
系
統
問
題
」
『
物
質
文
化
』
第
三
五
号
、
’
九
八
○
年
及
び
注
（
３
）
に
同
じ
。

（
旧
）
宋
兆
麟
「
帯
索
標
一
鋒
利
的
漁
猟
工
具
」
『
中
国
考
古
学
会
第
一
次
年
会
論
文
集
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
九
年
。

（
旧
）
尹
達
『
新
石
器
時
代
』
新
華
書
店
、
’
九
五
五
年
。

（
別
）
安
路
・
貿
偉
明
「
黒
龍
江
言
内
河
二
克
浅
墓
地
及
其
問
題
探
討
」
『
北
方
文
物
』
一
九
八
六
年
二
期
。

（
Ⅲ
）
趙
善
桐
「
黒
龍
江
官
地
遺
祉
発
現
的
墓
葬
」
『
考
古
』
一
九
六
五
年
一
期
。

（
皿
）
吉
林
省
文
物
考
古
研
究
所
「
古
林
黄
家
園
子
遺
祉
発
掘
簡
報
」
『
考
古
』
一
九
八
八
年
二
期
。

（
羽
）
吉
林
省
博
物
館
「
吉
林
大
安
東
山
頭
古
墓
葬
情
理
」
『
考
古
』
’
九
六
一
年
八
期
。

（
皿
）
吉
林
大
学
歴
史
系
考
古
専
業
・
吉
林
省
博
物
館
考
古
隊
「
大
安
漢
書
遺
祉
発
掘
主
要
収
穫
」
『
東
北
考
古
与
歴
史
』
第
一
号
、
一
九
八
二
年
。

（
Ⅲ
）
韓
有
峰
編
署
『
顎
込

（
旧
）
注
（
２
）
に
同
じ
。

東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
時
代
漁
携
（
甲
元
）

｜
韓
有
峰
編
署
『
顎
倫
春
族
風
俗
志
』
中
央
民
族
学
出
版
社
、
’
九
九
一
年
。

第
四
号
、
一
九
七
二
年
。

シ
・
ロ
・
○
宍
芭
少
頂
四
国
【
○
国
凶
や
同
国
四
両
口
ロ
○
○
両
芭
両
団
国
口
函
ン
ロ
。
■
屋
○
○
円
勺
○
国
向
ロ
ロ
ロ
四
シ
四
○
三

こ
□
国
シ
四
国
ロ
○
○
弓
ズ
レ
・
三
・
国
・
少
・
］
］
い
三
》
‐
函
・
］
屯
田
・

金
用
升
・
徐
国
泰
「
西
浦
項
原
始
遺
跡
発
掘
報
告
」
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院
考
古
学
及
民
俗
学
研
究
所
『
考
古
民
俗
論
文
集
』

黒
龍
江
博
物
館
「
黒
龍
江
牛
場
新
石
器
時
代
遺
祉
情
理
」
『
考
古
』
一
九
六
○
年
四
期
。

吉
林
市
博
物
館
「
古
林
市
泡
子
前
山
遺
祉
和
墓
葬
」
『
考
古
』
一
九
八
五
年
六
期
。

に
同
じ
。

「
黒
龍
江
賓
県
老
山
頭
遺
祉
探
掘
簡
報
」
『
考
古
』
一
九
六
二
年
三
期
。

ロ
博
物
館
「
黒
龍
江
寧
安
県
大
牡
丹
屯
発
掘
報
告
」
『
考
古
』
’
九
六
一
年
一
○
期
。

「
朝
鮮
先
史
時
代
の
漁
携
関
係
自
然
遺
物
」
『
古
文
化
談
叢
』
第
三
○
集
、
一
九
九
三
年
。

「
先
史
時
代
の
対
外
交
流
」
『
岩
波
講
座
日
本
の
社
会
史
』
第
一
巻
、
’
九
八
七
年
。

「
西
北
九
州
漁
携
文
化
の
特
性
」
『
季
刊
考
古
学
』
第
二
五
号
、
一
九
八
八
年
。
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